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熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって 

熱帯林造成技術テキストも今回で第11巻目を発刊出来ることとなりました。 

これも，ひとえに著者の先生方のご協力と林野庁のご支援のお陰と厚く感謝申 

し上けます。 

本テキストは，NG0 や企業なとの民間による国際林業協力に従事する人々 

や，これからの国際林業協力を担うであろう青少年を対象にして，当センター 

が行っている熱帯林造成のための研修用テキストとして，また,現に国際林業 

協力に従事している人々の参考書にもなればと作成しているものであります。 

今回は，マングローブの造林について琉球大学の馬場先生と林野庁の北村さ 

んに執筆をお願い致しました。 

かって，マングローブ林は熱帯から亜熱帯にかけて，世界の晦岸線で存分に 

見られましたが，近年ではェピの養殖や開発の進行により激減し，高潮により 

多くの人命か奪われたり，沿岸水産資源の枯渇で住民生盾が困窮したり，世界 

的にその弊害か顕著となってきております。 

そして今や，マングローブ林の造成は世界的に緊喫の課題となっており，本 

テキストが国際林業協力に携わる人々や今後志す人達に活用され，マングロー 

ブ林の復元に些かなりとも役立てて頂ければと密かに願うものであります。 

最後になりましたか，馬場先生と北村さんにはお忙しい中を執筆頂き心より 

感謝中し上げます。 

1999年3月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山 智英 
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写真2 アメリカヒルギ（Rhizophora in ai郡e）の支柱根（エク 

アドル） 

この写真を撮った近くに樹高60rnを超える林分があった 
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写真 1 10数年を経過した造林地とイネ内に設置された木道 (タイ)

写真 2 アメリカヒルギ (兄脳 zop/zom 〃m.〃g‘e) の支柱根 (エク

アドル)
この写真を掘った近くに1封高60m を超える4本分があった
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写真3 西表島仲間川河口のマングローブ林 

仲間川河口のマングローブ林の面積は約200haといわれて 
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写真4 光合成をしているヒルギダマシの通気根（酉表島） 

先端が緑色で地面から真っ直ぐ突き出ているのが通気根 
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写真 4 光合成をしているヒルギダマシの通気根 (西表島)
先端が緑色で地面から真っ直ぐ突き出ているのが通気根
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写真5 マングローブの葉を食べているキバウミニナ（西表島） 
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写真6 塩を排出しているヒルギダマシの葉 

実験室内だと風で葉が揺り動かされないので大きな結晶に 
なる 

写真 5 マングローブの葉を食べているキバウミニナ (西表島)
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リ了Iて7 放棄されたエビ養殖地への植林（バリ島，インドネシア） 

国際協力事業団のマングローブプロジェクトの試験地 
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写真8 潮が満ちはじめた散布体の直挿し造林地 （インドネシア） 
通常支柱は必要ないが，流速が速い所などでは支柱を用、、 

ることもある 

lv 

闘霊感羅
写真 7 放棄されたエビ養殖地への植林 (バリ島.インドネシア)

国際協力事業団のマングローブプロジェクトの試験地

もテ諸言語きざ;繋ご,「話そ蔭当商量漸落まま諸講論叢臆病ま密

ー葛 湯支宝お慧』 --
電雲′≧ -≧三者好意
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写真 8 潮が満ちはじめた散布体の直挿し造林地 (インドネシア)
通常支柱は必要ないが,流速が速い所などでは支柱を用い
ることもある



は じ め に 

マングローブかテレビ，新聞，輔誌なとに頻繁に取り上げられ， しかも多く 

の方々が毎年ポランティア活動なとて毎外に出かけマンクローフの植林を彳」つ 

ている。 

そのためか，筆者らも最近は外国に行く機会か多く，－あなたの専門は」とき 

かれたら 「マンクローブI と答えることにしている。 

尋ねた相手かマングローフのことは知らないであろうと，マングローブの説 

明をはじめると，「マンクローフのことは良く知っているし，お前は人変おもし 

ろい研究をしている」 となる。「最近は諸外国てもマンクローフか有名になっ 

た」なとと思ったら大きな問違いである。ほとんとの場合「マングローフ 

(mangrove)」 を「熱帯果実のマンコ（mango)」 と勘違いしているのである。 

多くの日本人の方々が海外て専門家として，あるいはポランティアでマンク 

ローブの植林をしていることから，木書か少しでもそのお役に立つことができ 

ると誠に幸いてある。 

I ～ を馬場繁幸か，V は北村呂三か担当したか，必ずしも充分な内容ては 

ないことや適切ではない表現かあるかもしれないか，どうかお許し頂きたい。 

なお，本書は室内で読むのではなく，特に～とVは必要な時にポケットから取 

り山し,現場てすぐに使える内容に心かけたつもりてある。 

本書の編集・印刷か予定よりも大幅に遅れてしまい（財）国際緑化推進セン 

ターの山目夏郎専務埋事には大変なご心配をおかけしたか，私ども二人に木書 

執筆の機会を与えて下さったことに心から感謝したい。また，（財）国際マンク 

ローブ生態系協会常務埋事の國府田住弘琉球大学名誉教授にはご無理なお願い 

を中し上げるとともに，貴重なご助言と励ましを賜った。衷心からお礼を中し 

上ける。 V の東南アジアのマングローフ樹種については緒方健農学博士にご校 

閲を頂き，貴重なご助言を賜った。日頃多くの方々にお世話になり，それかあ 

まりに多くの力々なのでここではお一人お一人のお名前を挙げることを差し控 

えた。しかし，私たちの活動を支援し，またaLl宅激励トさった本当に多くの皆 

様のご助言とご指導かなけれは本書か書き上からなかったことを特記し，非礼 

をお詫びするとともに，心から厚くお礼を中し上ける。 

は じ め に

マングローブかテレビ, 新聞, 郡誌なとに頻繁に取り上げられ, しかも多く

の方々が毎年ボランティア活動などて侮外に出かけマンクローフの植林をあっ

ている。

そのためか,筆者らも最近は外1玉に行く機会が多く,「あなたの専門は」とき

かれたら「マングローブ i と答えることにしている。

尋ねた相手かマングローフのことは知 らないであろうと, マングローブの説

明をはじめると,「マンクローフのことは良 く知 っているし,お前は人変おもし

ろい研究をしている」 となる。「最近は諸外国てもマングローフが有名になっ

た」なとと思ったら大きな間違いである。ほとんどの場合「マングローフ

(mangrove) 」を 「熱粥果実のマンコ (mango) 」と勘違いしているのである。

多くの日本人の方々が海外て専門家として, あるいはボランティアでマング

ローブの植林をしていることから, 本書か少しでもそのお役に-▽っことができ

ると誠に幸いてある。

1~IV を馬場繁幸が,V は北村日三が担当したか, 必ずしも充分な内容ては

ないことや適切ではない表現かあるかもしれないか, どうかお許し頂きたい。

なお, 本書は室- で読むのではなく, 特に皿とV は必要な時にポケットから取

り出し, 現場ですぐに使える- 谷に心かけたつもりである。

本書の編集・印刷か予定よりも大幅に遅れでしまい(財)国際緑化推進セン

ターの山 -ー夏郎専務理事には大変なこ」じ・配をおかけしたか, 私ども二人に本書

執筆の機会を与えで下さったことに心から感謝したい。また,( 財)国際マンク

ローブ生態系協会常務理事の国府田ィ圭弘琉球大学名誉教授にはご無理なお願い

を中し上げるとともに,貝重なご助言と励ましを賜った。衷心からお礼を申し

上げる。 V の東南アジアのマングローフ樹種については緒方健農学博ゴにご校

閲を頂き, 貴重なご助言を賜った。日頃多くの方々にお世話になり, それかあ

まりに多くの方々なのでここではお一人お一人のお名前を挙げることを差し控

えた。しかし, 私たちの活動を支援し, また叱1宅激励下さった本当に多くの皆

様のご助言とご指導かなけれは本書か書き上からなかったことを特記し,非礼

をお詫びするとともに, 心から厚くお礼を申し上げる。



目 次 

は し め に 

I． マンクローブの特徴と分布   1 

1. 言菓の由来とその定歳・‘・‘ I 

2． 構成種  2 

3 分布 

4． 利用   8 

5 マンクローブ生態系の重要性 

6． 現状と威少 

～ 外部形態並ひに生理・生態的特徴 19 

1． 胎生種了（散布体） 

2 偽胎生種子（半胎生種了） 

3． 特徴的な根の形態と機能   21 

4 塩類腺・ I・ 

5． 根での光合成 23 

6 等面葉 

皿． 植林のための基礎知識・・ I 25 

1. 採種と種了の保存 

2. 植栽方法と植栽上の注意 

~‘ 研究の動向と関連機関‘・…‘ 

1. 世界の保全研究動向 38 

2‘ わが国の研究動向 ‘''‘…ー・‘ ・ ‘   42 

3 NGO の活動・ 

第I章～第Iv章まての引用文献 

V . 熱帯アシアの土要なマンクローブ I I 49 

1 特徴，用語と配列  I   73 

2. 記載方法と使用上の注意   ・   I 73 

3． 日英対照用語集I ' 

4. 樹種名のインデソクスI   136 

あ と か き   139 

目 次

は し め に

1. マンクローブの特徴 と分布 ……………………… ……………………・・ 1

1. 言葉の由来とその定義… ・ ・ 1

2. 構成種………………… ………-……………………… ………・……… 2

3 分 布 ……… ・ 5

4. 利用 ……………… 8

5 マンクローブ生態系の重要性 12

6. 現状 と城少…・・…………………… …… ……………… 15

11 外部形態並ひに生理 ・生態的特徴 … ……………・・…・・ 19

1. 胎生種子 (散布体 ) ………………………・… … … ……・・……… 19

2 偽胎生種子 (半胎生種子) 21
3. 特徴的な根の形態と機能………………………… …………………… 21

4 塩類腺… … …… - …・・22

5. 根での光合成……………………………………… ……………・・ 23

6 等面薬 … ……・・ 24

m. 植林のための基礎知識 一 … …………………………………・ ・ 25

1. 採種 と種了の保存………………… … … … ……・・ 25

2. 植栽方依と植栽上の注意 31

1V. 研究の動向と関連機関 … … …・…・ 38

1. 世界の保全研究動向… …… ………………………………………・・ 38

2.わが国の研究動向………- ………42
3 NGO の活動 ・ 43

第 1章~ 第W 章まての引用文献………………… … ………………・・ 45

V, 熱帯 アシアの土要なマングローブ 49

1 特徴, 用語と配列…………… - ……………… ………………-・ 73

2. 記載方法と使用上の注意 ……………- ……………… 73

3. 日英対照用語集 … …………… "………… 一 ……・・131

4. 樹種名のインデ ソクス " …………… ………………………・・136

あ と か き …… "… "139


